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～
今
年
度
は
同
窓
会
東
京
支
部
が

ツ
ア
ー
で
参
加
�
～

虫
の
声
が
賑
や
か
な
こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
本
年
も
恒
例
の
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
会

の
案
内
と
と
も
に
『
大
谷
地
だ
よ
り
』
第
五
六
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

さ
て
、
秋
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
北
星
学

園
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
で
す
が
、
二
〇
〇

三
年
よ
り
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

し
、
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し

て
本
年
も
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
す
る

運
び
と
な
り
、
期
待
を
裏
切
ら
な
い
料
理
と
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
懇
親
会
に
は
、
既
に
本
学
を
退
職
さ

れ
た
先
生
方
の
中
か
ら
、
永
田
勝
彦
先
生
、
小
野

寺
萬
寿
郎
先
生
、
加
藤
力
也
先
生
を
招
待
教
員
に

お
招
き
い
た
し
ま
す
。
こ
の
三
名
の
先
生
方
が
本

学
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
は
ご
存
知

の
と
お
り
と
思
い
ま
す
が
、
下
記
に
詳
し
く
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
先
生
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
同

窓
生
の
方
は
、
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
同
窓
会
東
京
支
部
の
皆
さ
ん

が
、
支
部
創
立
二
〇
周
年
記
念
行
事
と
し
て
「
母

校
再
訪
の
旅
」
を
開
催
し
札
幌
を
訪
れ
、
今
年
度

の
懇
親
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
東
京
に
同
級
生
・
友
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
懇
親
会
に
参
加
し

て
、
遠
く
に
い
て
な
か
な
か
会
え
な
い
同
窓
生
と

の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
他
に
も
、
現
職
の
教
職
員
も
多
数
出
席
の

予
定
で
す
。「
懐
か
し
い
あ
の
先
生
」、「
お
世
話
に

な
っ
た
あ
の
職
員
」
の
顔
が
た
く
さ
ん
思
い
浮
か

ん
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
迷
わ
ず
同
封
の
葉
書

の
�
出
席
�
に
○
を
つ
け
て
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
参
加
す
る
予
定
の
教
職
員
は
、

九
月
下
旬
～
十
月
上
旬
に
大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
随
時
発
表
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

（
大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hokusei.ac.jp/dousoukai/

）

会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

定
期
総
会
・
懇
親
会
日
程

日

時

十
月
二
十
日
�土

定
期
総
会

午
後
五
時
半

懇
親
会

午
後
六
時
半

会

場

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
中
央
区
北
一
条
西
四
丁
目
）

会

費

三
千
円

同
封
の
葉
書
に
て
十
月
一
日
ま
で
に

出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

招招
待待
教教
員員
のの
ごご
紹紹
介介

永
田

勝
彦
先
生

一
九
六
二
年

に
専
任
講
師
と

し
て
着
任
さ

れ
、「
心
理
学
」、

「
福
祉
意
識
論
」、

「
社
会
心
理
学
」

等
を
ご
担
当
い

た
だ
き
ま
し
た
。
在
職
中
は
文
学
部
長
、
図
書
館

長
を
歴
任
し
、
一
九
九
六
年
三
月
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。小

野
寺

萬
寿
郎
先
生

一
九
六
七
年

に
助
手
と
し
て

着
任
さ
れ
、「
経

済
学
」、「
貨
幣

金
融
論
」
等
を

ご
担
当
い
た
だ

き
ま
し
た
。
在

職
中
は
経
済
学
部
長
、
、
図
書
館
長
を
歴
任
し
、

二
〇
〇
二
年
三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤

力
也
先
生

一
九
六
二
年

に
専
任
講
師
と

し
て
着
任
さ

れ
、「
英
語
学
概

論
」、「
英
語
演

習
」、「
英
文
法

演
習
」
等
を
ご

担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
職
中
は
、
文
学
部

長
、
図
書
館
長
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

経済学部開設２０周年のときの
小野寺先生

開学30周年のときの
加藤先生

経済学部開設２０周年のときの
永田先生

同窓会事務局からのお知らせ

同窓会幹事大募集！

同窓会函館支部設立２０周年にあたって
北星学園大学同窓会函館支部長 田中 陸裕

思い返すと、１９８８年夏頃、当時、生協に勤めていた小鹿さん（社４５故人）が、ある話を持って突然やって来た。

その話とは、函館地区に同窓会の支部を作りたい、よって僕に支部長をやってくれとのこと。で、その理由

を聞けば、函館地区（渡島・桧山）に居住している同窓生で、僕が一番古いからだそうで、何回も断り続けた

が、最終的には、名前だけの支部長でいいからと騙されて早２０年過ぎたのです。今なら僕より古い同窓生が居

るので、その方の所へ行くのでしょうが……。

支部が２０才の成年になったのも副支部長はじめ、幹事の方々の函館支部を心から愛して一致団結してきた事

と感謝しております。函館支部の総会・懇親会の会場は毎回異なる所を捜してやっております。札幌から出席

くださる同窓会の役員、大学からの教職員の方々にも喜ばれているようで、今後も続けようと思ってますが

段々やる所がなくなって捜すのが大変。１０周年の記念行事ではシンガーソングライターで同窓生の「五十嵐浩

晃」さんのコンサートを函館山、山頂レストランで行いました。天候もよく夜景をバックに五十嵐さんの歌、

参加者の一生の思い出になったのでは。今年の２０周年記念行事は１１月１０日「湯の川花びしホテル」で午後２時

より元ＨＢＣアナウンサーの「松永俊之」さん講演会を計画しております。２０周年ですので外に向って大いに

大学をＰＲする意味も含めて着々準備中です。

函館地区にお住まいの同窓生は勿論、函館に居る友人・知人にも広く宣伝下さい。最後になりますが、文章

を書いた者が大雑把な性格なもので、取りとめのない文章になり失礼いたしました。この同窓会だよりを読ま

れた方々のご健勝とご多幸をお祈りしまして終りといたします。ありがとうございます。

現在、同窓会事務局では「幹事」になっていただける方を募

集しております（札幌市内及び近郊の方）。

「幹事」とは、同窓会組織の役員の一つで、幹事会（年３回

ほど開催）を組織し、同窓会業務遂行に必要な総務・会計を分

担したり、必要な事業の企画・立案をしたりするものです。幹

事の任期は２年で、ちょうど今年が改選の年にあたります。現

在幹事は２５名おりますが、北星学園に勤務している者がその殆

どといった状況のため、学園関係者以外の同窓生の方にも、是

非幹事として同窓会活動を担っていただければと考えておりま

す。お仕事などお忙しいとは思いますが、もし幹事として活動

していただける方がおられましたら、９月末日までに同窓会事

務局（小笹）までご連絡ください。

ＴＥＬ： ０１１‐８９１‐２７３１

Email： dousoukai@hokusei．ac．jp
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今
年
も
各
支
部
に
て
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
札
幌
で
行
な

わ
れ
る
懇
親
会
に
都
合
で
参
加
で
き

な
い
方
、
地
方
で
あ
れ
ば
参
加
が
し

や
す
い
方
、是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
札
幌
の
懇
親
会
に
出
席
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
函
館
支
部

総
会
・
懇
親
会
は
八
月
二
十
五

日
�
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
周
年
記
念
行
事
は
、
十
一

月
十
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長
の
田

中
さ
ん
（
函
館
農
材
〇
一
三
八
―

四
七
―
六
六
四
五
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
北
見
支
部

九
月
一
日
�
十
八
時
よ
り
「
ニ

ュ
ー
む
つ
み
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
見
支

部
の
結
城
さ
ん
（
〇
一
五
七
―
三

一
―
一
〇
八
五
）
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
帯
広
支
部

九
月
八
日
�
に
行
な
わ
れ
ま

す
。詳
細
は
、支
部
長
の
樋
渡
さ
ん

（
〇
一
五
五
―
四
八
―
六
九
三
八
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
釧
路
支
部

九
月
九
日
�
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
詳
細
は
、
支
部
長
の
櫛
部
さ

ん
（
釧
路
市
役
所
生
活
福
祉
課
〇

一
五
四
―
三
一
―
四
五
八
七
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
旭
川
支
部

九
月
二
十
九
日
�
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
詳
細
は
、
支
部
長
の
松
倉

さ
ん
（
〇
一
六
六
―
三
二
―
一
七

二
六
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
京
支
部

十
月
二
十
日
�
～
二
十
二
日
�

の
支
部
創
立
二
十
周
年
記
念
旅
行

の
中
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
詳
細

は
、
支
部
長
の
相
馬
さ
ん
（
〇
三

―
三
三
三
八
―
〇
六
二
八
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
千
歳
支
部

現
在
の
と
こ
ろ
十
二
月
一
日
�

の
予
定
で
す
。時
間
・
会
場
は
未
定

で
す
。詳
細
は
、支
部
長
の
二
ツ
川

さ
ん（
〇
一
二
三
―
二
四
―
八
二

四
二
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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学
校
法
人
北
星
学
園
は
創
立
１２０
周
年
を
迎
え
ま
し
た

～『Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ

�
世
に
あ
っ
て
星
の
よ
う
に
輝
き
�
』を
テ
ー
マ
に
～

学
校
法
人
北
星
学
園
は
１
８
８
７
年
１
月
１５
日
、
宣
教
師
サ
ラ
・

Ｃ
・
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
本
年
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
記
念
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
�
記
念
演
奏
会

２
０
０
７
年
１１
月
１７
日
�
１４
時

よ
り
、
北
海
道
厚
生
年
金
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
女
子
高
音
楽

科
の
卒
業
生
も
多
く
所
属
し
て
い

る
オ
ペ
ラ
団
体「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

札

幌
室
内
歌
劇
場
」
に
よ
る
記
念
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

未
定
で
す
が
、
学
園
に
関
係
す
る

曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
披
露
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、大
学
・
短
大
部
、

女
子
校
、附
属
高
の
吹
奏
楽
部
に

よ
る
合
同
演
奏
も
行
わ
れ
、
�
内

藤
淳
一
作
曲
「
栄
光
を
た
た
え

て
」、�
Ｊ
�Ｓ
�バ
ッ
ハ
作
曲（
Ａ
�

リ
ー
ド
編
曲
）「
カ
ン
タ
ー
タ
１
４

７
番『
主
よ
、人
の
望
み
の
喜
び

よ
』、�A

lan
M

enken

作
曲
「A

W
hole

N
ew

W
orld

」
の
３
曲

が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
�
記
念
式
典
・
祝
賀
会

記
念
式
典
は
演
奏
会
に
引
き
続

き
、
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
１５
時
半

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
祝
賀
会
は

厚
生
年
金
会
館
ホ
テ
ル
に
場
所
を

移
し
、
１７
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
祝
賀
会
で
は
、
余
市
高
生
徒

に
よ
る
八
丈
太
鼓
、
大
学
・
短
大

生
の
競
技
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
る
予
定

で
す
。

３
�
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
・

広
報
活
動

広
く
学
園
の
歴
史
を
知
ら
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
創
立
１
２

０
周
年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
北
星

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」と
題
し
て
、各
学

校
の
古
い
校
舎
や
行
事
の
様
子
な

ど
の
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
学
の
１
号
館
、
旧
大
学

生
協
食
堂
や
歴
代
学
長
・
校
長
等

の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大
学

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.hokusei.ac.jp/

）
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
よ
り
広
く
創
立
１
２
０
周

年
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
記
念

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
谷
地
だ
よ
り
が
お
手

許
に
届
い
た
９
月
に
放
送
す
る

（
さ
れ
て
い
る
）予
定
で
す
。ち
な

み
に
出
演
し
て
い
る
方
は
本
学
学

生
で
す
。

４
�
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、
記

念
聖
句
の
制
定

創
立
１
２
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
（
図
）。

各
学
校
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
名
刺

に
印
刷
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
り
と
、
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念

聖
句
（
テ
ー
マ
）
は
『Shine

L
ike

Stars
�
世
に
あ
っ
て
星
の
よ
う
に

輝
き
�
』
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、『
北
星
』
の
由
来
と
な

っ
た
言
葉
で
す
（
フ
ィ
リ
ピ
の
信

徒
へ
の
手
紙

２
：
１５
）。

１
８
５
１
年
３
月
２４
日

米

国

人

宣

教
師
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ

ス
誕
生

１
８
８
７
年
１
月
１５
日

サ
ラ
・
Ｃ
・
ス

ミ
ス
に
よ
り
ス
ミ
ス
塾

が
開
塾

１
８
８
９
年

ス
ミ
ス
女
学
校
と
し

て
正
式
認
可

１
８
９
４
年

北
星
女
学
校
と
校
名

変
更
。

１
９
４
７
年
２
月
１８
日

サ
ラ
・
Ｃ
・
ス

ミ
ス
が
亡
く
な
る
、
新

制
中
学
校
設
置

１
９
４
８
年

高
等
学
部
設
置

１
９
４
９
年

北
星
学
園
中
学
校
、

同
高
等
学
校
と
改
称

１
９
５
１
年

学
校
法
人
北
星
学
園

に
組
織
変
更

北
星
学
園
女
子
短
期
大

学
開
設
（
英
文
科
）

１
９
５
４
年

女
子
短
期
大
学
家
政

科
増
設

１
９
６
２
年

北
星
学
園
大
学
開
設

（
文
学
部
英
文
学
科
・
社

会
福
祉
学
科
）

北
星
学
園
女
子
高
等
学

校
、
同
女
子
中
学
校
と

改
称

北
星
学
園
男
子
高
等
学

校
開
設

１
９
６
４
年

大
学
が
札
幌
市
白
石

区
大
谷
地
に
移
転

１
９
６
５
年

大
学
経
済
学
部
（
経

済
学
科
）
増
設

北
星
学
園
余
市
高
等
学

校
開
設

１
９
８
０
年

男
子
高
等
学
校
、
下

野
幌
に
校
舎
を
新
築
し

移
転

１
９
８
７
年

大
学
経
済
学
部
に
経

営
情
報
学
科
増
設

男
子
高
等
学
校
、
新
札

幌
高
等
学
校
と
改
称

し
、
共
学
制
実
施

学
園
創
立
百
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
開
催

１
９
８
９
年

短
大
家
政
学
科
を
生

活
教
養
学
科
に
名
称
変

更

１
９
９
２
年

大
学
に
大
学
院
設
置

（
文
学
研
究
科
）

１
９
９
６
年

大
学
に
社
会
福
祉
学

部
増
設
（
福
祉
計
画
学

科
、
福
祉
臨
床
学
科
、

福
祉
心
理
学
科
）

１
９
９
７
年

学

園

創

立
１
１
０
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

開
催

２
０
０
０
年

大
学
に
大
学
院
設
置

（
社
会
福
祉
学
研
究
科
）

２
０
０
１
年

大
学
に
大
学
院
設
置

（
経
済
学
研
究
科
）

２
０
０
２
年

大

学

文

学

部

に

心

理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
を
、
経

済
学
部
に
経
済
法
学
科

を
増
設

北
星
学
園
女
子
短
期
大

学
を
北
星
学
園
大
学
短

期
大
学
部
に
名
称
変
更

短
大
生
活
教
養
学
科
を

生
活
創
造
学
科
に
名
称

変
更

北
星
学
園
新
札
幌
高
等

学
校
を
北
星
学
園
大
学

附
属
高
等
学
校
に
名
称

変
更

２
０
０
７
年

学

園

創

立
１
２
０
周

年
記
念
演
奏
会
・
記
念

式
典
・
祝
賀
会
開
催

～～～～～～～～～～～～～～～～
北北北北北北北北北北北北北北北北
星星星星星星星星星星星星星星星星
学学学学学学学学学学学学学学学学
園園園園園園園園園園園園園園園園
のののののののののののののののの
ああああああああああああああああ
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
みみみみみみみみみみみみみみみみ
～～～～～～～～～～～～～～～～

北星オープンユニバーシティ 社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験講座募集案内

２００８年１月下旬の社会福祉士および精神保健福祉士の国家試験に向けて、試験全科目の講義に加え、模

擬試験と直前対策問題練習を４ヶ月間で集中的に受講する講座です。また、専用相談室で講義後の質問、

受験相談をFAX及びMailですることができます。

会 場：北星学園大学

※１／１３、１／１９、１／２０のみ

代々木ゼミナール札幌校

（北区北７西９）

定 員：１５０名

開講時間：土・日 １３：００～１６：１５

（９０分２コマ）

講 師：代々木ゼミナール札幌校講師

申込期間：９月１日�土～９月１０日�月
申込方法：エクステンション課までお電話で

お申込みください。

（０１１-８９１-２７３１）

〔受講料支払先着順〕

受付時間 平日８：４５～１６：３０

（１１：３０～１２：３０を除く）

土 曜８：４５～１２：３０

日曜休み

受 講 料：卒業生２７，３００円 一般２９，０００円

※社会福祉士・精神保健福祉士両

方受講の場合

卒業生３２，３００円 一般３４，５００円

第 ３３ 回 北 星 学 園 大 学 公 開 講 座
Extension lecture Hokusei Gakuen University

テーマ：「市民が創る明日の司法－裁判員制度と市民の裁判－」

日本の裁判所は、日本国憲法制定以来の大きな改革の波にさらされています。現在の司法制度の改革
は、リンカーンの有名な言葉を借りていえば、「市民の、市民による、市民のための裁判」の実現を目指す
ものです。
民主主義の原則は、法を作る場面だけでなく、法を使う場面にも及ぶべきです。裁判が市民の裁判とい

えるためには、市民の良識が裁判に反映される必要があります。また、裁判が、市民の自由や権利を真に
保護する仕組みとして働くためには、裁判に主体的に関わる市民の姿勢が欠かせません。いま私たちに求
められているのは、市民ひとりひとりが主権者として、市民にとって信頼にたる明日の司法を創っていく
ことではないでしょうか。

１．開 催 時 間 午後６時２０分～午後７時５０分まで
２．会 場 北星学園大学内教室
３．定 員 ２００名（定員に達し次第締め切ります。）
４．受 講 資 格 期間中受講できる方。
５．受 講 料 ２、０００円（全６回セットの受講料となっております。）
６．申 込 期 間 ９月２８日�金必着（申込書および受講料入金）
７．申 込 方 法 申込書に必要事項をご記入いただき、５０円切手を貼付してお送りいただくとと

もに受講料をお振り込みください。（受講料を添えて大学窓口〈エクステンション
課〉で申し込むこともできます。）

８．受講料の振込方法 本要項に折込の本学所定振込用紙を使用して、金融機関で電信扱いにてお振り込
みください。なお、振込手数料はご負担願います。（金融機関の収納印をもって領
収書に代えますので、振込金受取書は大切に保管してください。）

９．修 了 証 書 ４回以上受講した方に対し、修了証書を交付します。
１０．道 民 カ レ ッ ジ �北海道生涯学習協会が主催する「道民カレッジ」連携講座の環境生活コース

９単位に指定されています。道民カレッジの受講生は申込書にてお知らせくださ
い。

１１．そ の 他 受講料のお振込が確認され次第、順次「受講証」をお送りいたしますので、セ
ミナー当日忘れずにお持ちください。車椅子等で介添えの必要な方は、申込書の
通信欄にその旨お知らせください。後日、大学から連絡させていただきます。

この講座についてのお問い合わせ
北星学園大学 エクステンション課 社会連携係（Ｃ館１階） TEL０１１-８９１-２７３１（内線７１３１）

E-mail：shakairenkei@hokusei．ac．jp

北星オープンユニバーシティ後期受講者募集案内

広く社会に門戸を開放し、卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プログラ

ムです。

「語学」「資格取得」「文化教養」「ビジネス・社会連携」「キリスト教神学」のカテゴリーで多彩な

講座を開講いたします。

久しぶりにキャンパスに足をはこんで学生時代を思い出してみませんか？

開 講 日：１０月１２日�金
申込期間：９月１日�土～９月２０日�木
申込方法：講義内容をホームページ（http：／／www．open．hokusei．ac．jp／）でご確認のうえインタ

ーネットでお申込みください。ホームページをご覧いただけない場合は、パンフレッ

トを電話にてご請求ください。無料で送付いたします。

エクステンション課 �０１１-８９１-２７３１（内線７１３３）

平日８：４５～１６：３０（１１：３０～１２：３０を除く） 土曜８：４５～１２：３０ 日曜休み

☆同窓生には受講料割引制度が適用されます。（一部適用外の講座あり）

■開講日程および講義題目 コメンテーター
講師（専門分野）

札幌地方検察庁
検事

西本 仁久

北海道大学法科大学院
院長
教授

白取 祐司

札幌弁護士会
弁護士

作間 豪昭

本学経済学部
教授

篠田 優

本学経済学部
専任講師

長屋 幸世

本学経済学部
教授

岩本 一郎

講 義 題 目

裁判員制度

－検察の立場から－

裁判員制度

－法学者の立場から－

裁判員制度

－弁護士の立場から－

消費者と裁判

医療をめぐる紛争と裁判

福祉・教育と裁判

日 程

◎第１回

１０月１２日�金

◎第２回

１０月１９日�金

◎第３回

１０月２６日�金

◎第４回

１１月２日�金

◎第５回

１１月９日�金

◎第６回

１１月１６日�金

■講義プログラム：
科 目

開講オリエンテーション・模擬試験 社会福祉士（中央法規出

版）、精神保健福祉士（サンシャイン総合学園オリジナリル）

社会学

社会福祉原論

社会保障論

心理学

法学

地域福祉論

医学一般

公的扶助論

社会福祉援助技術論

介護概論

障害者福祉論

老人福祉論

児童福祉論

精神医学

精神科リハビリテーション学・精神保健学

精神保健福祉援助技術論・精神保健福祉論

社会学・法学 問題練習

社会保障論・心理学 問題練習

社会福祉原論・医学一般 問題練習

社会福祉専門５科目 まとめ 問題練習

共通８科目 まとめ 問題練習

※科目の順番は変更することもあります。

共通科目

社会福祉士

専門科目

精神保健福祉

士専門科目

直前対策

【社会】

【精神】

【社会】

【精神】

【社会】

【精神】

【社会】

【精神】

【社会】

【社会】

【精神】

講義日程

９月２９日�土

１０月１３日�土
１０月１４日�日
１０月２０日�土
１０月２１日�日
１０月２７日�土
１０月２８日�日
１１月４日�日
１１月１０日�土
１１月１７日�土
１１月１８日�日
１１月２４日�土
１２月１日�土
１２月２日�日
１２月８日�土
１２月９日�日
１２月１５日�土
１２月１６日�日
１２月２２日�土
１月１２日�土
１月１３日�日
１月１９日�土
１月２０日�日

２００７年９月１日 （２）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ５６ 号
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新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
秋
は
、
講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
、
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
企

画
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日本フィルハーモニー

弦楽四重奏団演奏会

『あらしのよるに』の絵本画家が本学へ！

あべ弘士講演会

「どうぶつに絵をならった」
日時：９月１５日(土)午後２時３０分から

会場：本学チャペル

―『あらしのよるに』朗読とともに―

朗読：船越ゆかり（ＨＢＣアナウンサー）

日時：10月６日（土）午後１時から

会場：本学Ａ教室（図書館棟４階）

今年も日本フィルハーモニー交響楽団の皆さんによ

る演奏会をお届けいたします。初秋のひと時、素晴ら

しい演奏をどうぞお楽しみください。

２５年にわたる動物園飼育係としての経験やアフリカ、シベリアなどへの旅を通し

て、どのようにして絵を描くようになったかを、お話していただきます。どうぞご期

待ください。また、美しい原画のＤＶＤとともに、船越ゆかりさんによる『あらしの

よるに』の朗読をお楽しみください。

〈あべ弘士プロフィール〉

１９４８年 旭川生まれ。

１９７２年 旭川市旭山動物園飼育係となる。

１９９５年 『あらしのよるに』で第２６回講談社出版文化絵本賞、第４２回産経児童出版文化賞、

ＪＲ賞受賞

１９９６年 旭山動物園を退職し、絵に専念する。

２０００年 第１４回赤い鳥さし絵賞受賞。オーストラリアでカモノハシを取材。

２００４年 ロシア・アムール川でトラを取材。

２００７年 「あべ弘士の世界」展が全国主要都市で開催される。

《演奏曲目》

第１部 バ ー バ ー：弦楽四重奏曲ロ短調作品１１
プッチーニ：菊の花
プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より“誰

も寝てはならぬ”
モ ン テ ィ：チャルダッシュ

第２部 ス メ タ ナ：弦楽四重奏曲第１番ホ短調「我が生
涯より」

チチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャペペペペペペペペペペペペルルルルルルルルルルルルココココココココココココンンンンンンンンンンンンササササササササササササーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトト
パイプオルガン－やすらぎの調べ－

日時：１２月１日（土）午後２時から
会場：本学チャペル

皆さまからいただいたアンケートのご要望に応えて、パイプオルガンコンサートを企画いたしまし

た。本学チャペル専属オルガニストによる演奏をお楽しみください。

第１部 Ｇ・Ｆ・ヘンデル：音楽時計のための小

品集より

Ｊ・パッへルベル：シャコンヌ ヘ短調

Ｊ・Ｓバッハ：協奏曲 イ短調（原曲ヴ

ィヴァルディ） 他

第２部 Ｊ・Ｓバッハ：幻想曲とフーガ ト短調

Ｅ・ジグー：トッカータ ロ短調 他

各々の申し込み受付け開始日は下記のとおりで

す。これ以前のお申し込みは無効となります。

�日本フィルコンサート：９月４日�火より

�あ べ 弘 士 講 演 会：９月２０日�木より

�チャペルコンサート：１１月１４日�水より

また、定員になり次第締め切らせていただきま

す。

「○月○日講演会・コンサート参加希望」とお書き

になり、氏名、連絡先電話番号、参加希望人数を明記

の上、ハガキまたは電話、FAX、e-mailでお申し込みく

ださい。なお、お申し込みされた方は直接大学へお

越しください。整理券等は発行しません。

申し込み・問い合わせ
〒００４‐８６３１ 札幌市厚別区大谷地西２丁目３―１

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL．０１１‐８９１‐２７３１ FAX．０１１‐８９２‐６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

お願い
友人、知人の方もぜひお誘いください。

なお、小さなお子さんの入場はご遠慮ください。

講演会・コンサートの

申し込み方法について

♪
お
ぺ
ら
・
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
・

オ
ペ
ラ
�
北
星

�
４

５
月
１９
日
�土
札
幌
オ
ペ
ラ
ス
タ
ジ
オ
の
皆
さ
ん
と
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
羽
渕

浩
樹
さ
ん
を
再
び
お
迎
え
し
て
、
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」「
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
理
髪
師
」「
ド
ン
・
パ
ス
ク
ア
ー

レ
」「
秘
密
の
結
婚
」
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
を
中
心
に
ア
リ
ア
と
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
美
し
い
歌
声
が
、
ピ
ア
ノ
の
調
べ
に
乗
っ
て
チ
ャ
ペ
ル
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

羽
渕
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ソ
ロ
曲
「
マ
リ
ウ
、
愛
の
言
葉
を
」「
オ
・
ソ

レ
・
ミ
ヨ
（
私
の
太
陽
）」な
ど
を
歌
わ
れ
、
迫
力
と
素
晴
ら
し
い
声
量
に
多

く
の
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
１２
月
よ
り
平
成
１９
年
度
文
化
庁
海

外
派
遣
留
学
生
と
し
て
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
へ
１
年
間
研
修
に
行
か

れ
ま
す
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
全
員
で「
乾
杯
」が
歌
わ
れ
、
と
て
も
華
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
了

し
ま
し
た
。

同窓会プロジェクト会員募集

同窓会から広く会員を募集します。

活動内容：講演会、コンサート等の企画立案・実施、「大谷地だ

より」“プロジェクトからのお知らせ”紙面の作成

活動日：毎月第２水曜日（不定期に臨時例会があります。）

興味、関心のある方はぜひ下記までご連絡下さい。

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL ０１１‐８９１‐２７３１ FAX ０１１‐８９２‐６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

松本 克巳
（ヴァイオリン）

後藤 悠仁
（ヴィオラ）

伊堂寺 聡
（チェロ）

中谷 郁子
（ヴァイオリン）

米本 悦子
（パイプオルガン）

第 ５６ 号Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ（３） ２００７年９月１日
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小
島

仁
先
生

小
島
先
生
は
、
一
九
七
〇
年
四
月

に
経
済
学
部
助
教
授
と
し
て
北
星
学

園
大
学
に
着
任
、
一
九
七
八
年
四
月

に
同
教
授
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
〇
七

年
三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
長
を
歴
任
さ
れ
、
大
学
運

営
に
も
大
変
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
に
は
、「
国
際
経
済
論
」、

「
外
国
経
済
書
講
読
」、「
貿
易
論
」

等
の
授
業
を
ご
担
当
さ
れ
、
三
十
七

年
間
に
渡
り
、
熱
心
に
教
育
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

松
井

二
郎
先
生

松
井
先
生
は
、
一
九
六
五
年
に
文

学
部
助
手
と
し
て
北
星
学
園
大
学
に

着
任
、
一
九
六
七
年
四
月
に
同
専
任

講
師
、
一
九
七
〇
年
七
月
に
同
助
教

授
、
一
九
七
八
年
四
月
に
同
教
授
、

一
九
九
六
年
四
月
に
社
会
福
祉
学
部

教
授
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
三

月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
長
、
福
祉
計
画
学
科
長
、

社
会
福
祉
学
部
長
、
文
学
研
究
科

長
、
社
会
福
祉
研
究
科
長
を
歴
任
さ

れ
、
大
学
運
営
に
も
大
変
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

在
職
中
に
は
、「
社
会
福
祉
概
説
」、

「
社
会
福
祉
原
論
」、「
児
童
福
祉

論
」
等
の
授
業
を
ご
担
当
さ
れ
、
四

二
年
間
に
渡
り
、
熱
心
に
教
育
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
とととととととととととととととととととと
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
にににににににににににににににににににに
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉誉
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授
のののののののののののののののののののの
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号

去
る
六
月
十
三
日
に
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
称
号

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
本
学
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
小
島
仁
先
生
と
松
井
二
郎
先
生
に
、
金
井
学
長
か
ら
「
北

星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
度
同
窓
会

寄
贈
図
書
が
決
定
し
ま
し
た
！

同
窓
会
か
ら
在
学
生
へ
の
還
元
事

業
と
し
て
図
書
館
へ
図
書
寄
贈
を
毎

年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

寄
贈
図
書
の
選
考
結
果
が
で
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
同
窓

会
寄
贈
図
書
は
、
在
学
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
募
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト

を
考
慮
し
た
上
で
、
在
学
生
が
読
み

た
い
図
書
、
親
し
み
や
す
い
図
書
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
寄
贈
図
書
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

は
次
の
通
り
で
す
。

・
こ
こ
ろ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
と
ん
ぼ
の
本

・
ふ
く
ろ
う
の
本

・
大
人
の
本
棚

・
放
送
大
学
教
材

・
美
の
巨
人
た
ち

・
イ
タ
リ
ア
代
表
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

奇
跡

２
０
０
６
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
代
表
戦
い
の
奇
跡

２
０
０
６
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ

・
カ
ポ
ー
テ
ィ

・
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙

・
父
親
た
ち
の
星
条
旗

・
グ
エ
ム
ル

・
麦
の
穂
を
ゆ
ら
す
風

・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ

・
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

・
プ
ラ
ダ
を
着
た
悪
魔

・
プ
ル
ー
ト
で
朝
食
を

・
サ
ラ
バ
ン
ド

・
太
陽

・
ス
ー
パ
ー
マ
ン
・
リ
タ
ー
ン
ズ

・
プ
ラ
イ
ド
と
偏
見

・
ハ
イ
テ
ッ
ガ
ー
「
存
在
と
時
間
」

註
解

・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
や
っ
つ
け
ろ

・
ツ
イ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

・
不
都
合
な
真
実

ス
ペ
シ
ャ
ル
・

コ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

・
大
草
原
の
小
さ
な
家

シ
ー
ズ
ン

１
・
２

・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド

・
バ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
☆
グ
ッ
ド
・

タ
イ
ミ
ン
グ

・
オ

ケ

ピ
！

T
he

O
rchestra

Pit
2003

＊

北
星
学
園
大
学
図
書
館
は
、
同

窓
会
の
方
に
も
ご
利
用
頂
け
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
身
分
証
明

書
と
写
真
（
３
�
×
３
�
）
を
お

持
ち
に
な
り
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。
当

日
よ
り
図
書
の
貸
出
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
方

法
や
開
館
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

://library
.hokusei.ac.

jp

）
で
ご
確
認
下
さ
い
。
ご
不
明

な
点
は
、
お
気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
尋
ね
下
さ
い
。

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
奨
励
生
決
定
！

今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
が
決
定

し
ま
し
た
。「
卒
業
後
も
同
窓
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
志
の
あ
る

二
年
次
以
上
の
学
部
学
生
及
び
大
学

院
生
、
専
攻
科
生
で
、
学
内
外
を
問

わ
ず
に
様
々
な
分
野
で
努
力
し
、
活

躍
し
て
い
る
学
生
」
と
い
う
要
項

で
、
在
学
生
自
身
に
よ
る
自
己
推
薦

に
よ
っ
て
募
集
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
十
名
を
超
え
る
応
募
が

あ
り
、
幹
事
会
で
の
協
議
の
結
果
、

以
下
の
十
名
の
採
用
を
決
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
採
用
さ
れ
た
奨
励
生
に

は
、
同
窓
会
懇
親
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
会
員
及
び
教
職
員
に
紹
介

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
奨

励
金
は
七
月
十
日
に
学
長
室
に
て
遠

藤
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
木
村

君
枝
（
英
文
学
科
３
年
）

▽
金
田

尚
也

（
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
４
年
）

▽
有
本

共
行

（
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
４
年
）

▽
瀬
川

有
希

（
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
４
年
）

▽
上
道

和
恵

（
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
４
年
）

▽
前
畑

康
生

（
経
済
法
学
科
３
年
）

▽
小
澤
亜
莉
沙

（
経
済
法
学
科
３
年
）

▽
西
山

雄
貴

（
経
済
法
学
科
４
年
）

▽
稲
田
実
菜
子

（
福
祉
計
画
学
科
４
年
）

▽
杉
本

直
子

（
福
祉
臨
床
学
科
３
年
）

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

【
剣
道
部
】

▽
第
五
十
三
回
北
海
道
剣
道
段
別
選

手
権
大
会
厚
別
区
予
選
会
兼
第
二

十
二
回
北
海
道
女
子
剣
道
段
別
選

手
権
大
会

（
女
子
参
段
の
部
）

優

勝

岩
谷
美
奈

（
男
子
参
段
の
部
）

優

勝

山
�
宏
平

準
優
勝

本
川
翔
也

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

▽
第
四
十
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
大

会
（
男
子
）

四
部
リ
ー
グ

準
優
勝

（
女
子
）

二
部
リ
ー
グ

３

位

【
羽
球
部
】

▽
第
四
十
九
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

（
女
子
）
三
部
リ
ー
グ
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

一
位

三
部
一
位
決
定
戦

一
位

二
部
・
三
部
入
替
戦

勝
利

二
部
昇
格

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

▽
第
三
十
四
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
連
盟
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

（
女
子
）

一
部

優

勝

▲
ミ
ニ
ミ
ニ
カ
ッ
プ
平
成
十
九
年
度

第
二
十
九
回
東
日
本
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
全
国
大

会
）
出
場

（
男
子
）

二
部

準
優
勝

【
陸
上
競
技
部
】

▽
第
十
一
回
小
樽
後
志
陸
上
選
手
権

大
会
兼
第
五
十
九
回
小
樽
陸
上
選

手
権
大
会

（
女
子
走
高
跳
）
優
勝

一
力
友
美

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

▽
第
十
九
回
北
海
道
綜
武
道
大
会

（
女
子
綜
合
乱
取
試
合
の
部
）

優

勝

松
村
麻
里

（
女
子
綜
合
乱
取
試
合
の
部
）

準
優
勝

佐
々
木
舞

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

▽
第
二
十
五
回
全
北
海
道
学
生
競
技

ダ
ン
ス
八
種
目
選
手
権
大
会
準
決

勝
進
出

▲
第
四
十
五
回
全
日
本
学
生
選
抜
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
全
国
大

会
）
出
場

樫
見
大
輔

藤
原
祐
介

佐
藤
亮
平

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

▽
第
三
十
七
回
北
海
道
選
手
権
大
会

（
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク
）

優
勝

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
昇
格

【
準
硬
式
野
球
部
】

▽
第
五
十
四
回
北
海
道
地
区
大
学
体

育
大
会ベ

ス
ト
４
（
準
決
勝
進
出
）

【
羽
球
部
】

▽
第
五
十
四
回
北
海
道
地
区
大
学
体

育
大
会

（
女
子
）

準
優
勝

星
学
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

第
四
十
六
回
星
学
祭
は
、
十
月
六

日
�
、
七
日
�
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

年
度
の
初
め
に
、
第
四
十
六
回
大

学
祭
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
六

月
に
実
施
さ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て

は
、
事
前
の
準
備
と
当
日
の
運
営
に

陰
な
が
ら
大
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
体
育
祭
は
大
成
功
し
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
大
き
な
自
信
と

な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
数
自
体
は

三
十
三
名
と
、
相
変
わ
ら
ず
少
人
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
祭
と
い
う
と
近
年
、
地
域
交

流
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
本
学
で
は
設
立
当
初
か
ら
地
域

密
着
型
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
に
加
え
て
同
窓

生
と
の
交
流
も
、
今
ま
で
以
上
に
深

め
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
ご
家

族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
是
非
母
校
イ
ベ
ン
ト
に
お
立
寄

り
く
だ
さ
い
。

教
職
員
の
異
動

◆
退
職（
三
月
三
十
一
日
付
）

文
学
部

教

授

谷

暎
子

教

授

吉
田

一
彦

教

授

上
西

哲
雄

経
済
学
部

教

授

小
島

仁

教

授

熊
野

雅
之

社
会
福
祉
学
部

教

授

崔

春
基

教

授

遠
藤

雅
之

教

授

松
井

二
郎

交
流
教
員

教

授

盛

凱

助
教
授

姜

錫
祐

事
務
局

事
務
局
長

阿
知
良
俊
一

財
務
課
長
補
佐

田
村

敏
幸

教
育
・
研
究
支
援
課吉

田
美
智
子

学
生
支
援
課

小
島

潔
子

◆
退
職（
八
月
二
十
九
日
付
）

総
務
課

栃
内

園
子

◆
採
用（
四
月
一
日
付
）

文
学
部

教

授

伊
藤

章

教

授

河
原

歳
也

経
済
学
部

教

授

松
本
康
一
郎

社
会
福
祉
学
部

教

授

上
野

武
治

交
流
教
員

准
教
授

肖

爽

◆
採
用
（
九
月
一
日
付
）

経
済
学
部

教

授

山
下

克
彦

◆
異
動
（
四
月
一
日
付
）

事
務
局
長

藤
森
富
士
雄

事
務
局
次
長

長
澤

武
雄

財
務
課
長

樋
田
繁
治
郎

財
務
課
長
補
佐

桑
原

大
幸

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
課
長

馬
場

篤

学
生
支
援
課
長

田
口

裕
治

学
生
支
援
課

西
澤

光
則

教
育
研
究
支
援
課
長
補
佐

高
野

正
明

女
子
中
高
事
務
長

中
村

順
一

◆
異
動
（
八
月
一
日
付
）

総
務
課

鎌
田

克
彦

教
育
・
研
究
支
援
課

松
本

孝
子

教
育
・
研
究
支
援
課

佐
藤

剛

入
試
課

木
村

哲
晃

学
生
支
援
課

中
谷

則
子

附
属
高
事
務
室

佐
々
木

暖

お
く
や
み

元
社
会
福
祉
学
部
助
教
授

倉
田

聡
先
生
が
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
日

に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
一
九

九
六
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
三
月

ま
で
本
学
に
在
籍
さ
れ
、「
行
政
法
」

「
社
会
保
障
法
」
等
の
授
業
を
担
当

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

元
社
会
福
祉
学
部
教
授

遠
藤
雅

之
先
生
が
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
十

三
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇

二
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
三
月
ま

で
本
学
に
在
籍
さ
れ
、「
精
神
医
学
」

な
ど
の
授
業
を
担
当
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

北北
星星
学学
園園
大大
学学

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

募
金
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
か
ら
二
〇

〇
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
（
敬
称

略
）

★
大
学
（
同
窓
生
）

山
田

詩
子

山
崎
ひ
ろ
み

羽
毛
田
常
治

編

集

後

記

九
月
に
入
り
、
北
海
道
の
夏
も
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓

生
の
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
秋
か
ら
は
、
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

講
演
会
な
ど
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
、
先

輩
、
後
輩
を
誘
っ
て
参
加
し
て
、
学

生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
同
窓
会

事
務
局

小
笹
）
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